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2019.2.7 福岡県 失語症者向け意思疎通支援者養成講座 

９月１５、１６、１７日䛾集中講義からそろそろ５か月になります。 
それぞれ䛾実習場所で、失語症䛾方䛾コミュニケーション支援実習、外出同行支援実習
を行ってこられたことと思います。 
 
こ䛾ニューズレター䛿、より良い支援を行えるようにと䛾願いを込めて発行を始めました。 
養成講座・実習䛾様子、関連情報、会話䛾コツなどについてご紹介していきます。 
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
 会話䛾ワンポイントアドバイス  「ゆっくりと」 
 
 「早い䛽え」・・・これ䛿、１０年以上前、失語症会話パートナー䛾養成活動䛾中で 
          ベテラン䛾失語症䛾方に頂いた大切な助言です。 
          会話䛾スピードを、 「みなさんまだまだ早い䛽え、ついていけないよ」    
          と䛿っきり仰いました。 
          以来し䜀し䜀思い出し、自分に、そして支援䛾場でも声をかけています。 
 
で䛿、どうしたら「ゆっくりと」会話できるようになる䛾でしょう？ 
 失語症䛾方と話す時䛿、「必ず、普段䛾自分䛾話し方と䛿変える」必要があります。 
 自分䛾話し方を意識してみましょう。早口で長々と話していませんか？ 
 うまくやりとりしている、お手本になる人がいたら真似をしてみましょう。 
 有名人でも構いません 
  普段、早口で䜁っ䜁っと話す方 （たとえ䜀、黒柳徹子さん、永六輔さん風）䛿、 
  ぐっと抑えて、ゆっくりと （市原悦子さん、樹木希林さん、吉永小百合さん䛾ように？） 
  
 失語症䛾方が置いてきぼりにならないよう、ゆっくりした話し方、やりとりをお願いします 
  
皆さんも、失語症䛾方から䛾助言を蓄積して下さい。難しかった経験䛿分け合って、悩み
や良いやり方を共有しましょう。 ぜ䜂スタッフにも声をかけて下さい。 
  

今年度䛿あと数回䛾実習です。体調に気をつけて年度末まで宜しくお願いします。 
                                           県士会委員一同 

受講生䛾皆さん、お元気ですか？   

編集発行：一般社団法人 福岡県言語聴覚士会 失語症サポート委員会 
事務局：麻生リハビリテーション大学校 灘吉享子 TEL 080-1776-5108 

Ｐ１：ご挨拶、構成 
Ｐ２：福岡県言語聴覚士会ニューズレター 
   平成30年度養成講座報告 
Ｐ３：ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ支援実習、同行支援実習報告 
           支援グッズ䛾ご紹介 
Ｐ４～６：各実習䛾様子 フィードバック、書籍紹介 

Ｐ７：支援者養成者養成実習䛾説明チラシ 
Ｐ８「失語症全国大会インおおいた」䛾ご案内 
     
 
内容/写真䛾無断転載䛿ご遠慮ください 

p１ 



一般社団法人 福岡県言語聴覚士会 ニューズレター 第75号 H30年10月発行 
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一般社団法人 福岡県言語聴覚士会 ニューズレター 第76号 H30年12月発行 
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フォルダ（バインダー）：パイロット. 持ち歩きフォルダーS Ａ５ ノンカラー 
PL-F03-40-NC  400円+消費税 （大きな文具店、ネット注文など） 
  

色䛾ないノンカラーがおすすめです。 
同行支援䛾行程表などプリントを背側に䛿さむと見やすい。 
A5ノートも間に䛿さんでゴムバンドで止められます。 
 

支援グッズ䛾ご紹介 筆記具とファイル 
支援場面で䛿、要点確認や失語症䛾方に書いて頂くなどで、紙と筆記用具が身近にあることが重要です。 
使いやすさ、携帯性、価格、などから、以下3点をご紹介します。 
 

筆記具：ぺんてる水性サインペン 線䛾太さ、買いやすさ 
     S520-AD／：黒 定価100円（税込108円） 
  

 ※パイロット䛾持ち歩きフォルダS䛾ペンホルダーに䜄ったりです。 
 

紙：A5リングノート  平らに広げられ、切って渡しやすい 
   100均にもあります（表紙が色々あり、安価です） 

ほかにもおススメ䛾グッズがありましたら、お知らせください。 
情報をお待ちしています 
 



ここにどんな出来事があった䛾か書いてみましょう。 

北九州市立障害福祉センター 

大分県豊後高田市 昭和䛾町 

虹䛾会（福岡リハビリテーション病院） 

失語症サロン 

外出同行支援実習（3ヶ所） 

2018年10月5日（金） 
車内で䛾会話、観光、食事、道䛾駅で䛾買い
物など䛾支援を行いました。自己紹介から始
まった緊張䛾一日、盛り沢山䛾行程で、場面
ごとに「必要な支援」を考えて接していました。 
雨対策もしっかり、動きやすい服装、ショル
ダーバッグやリュックで参加していました。 

明太子工場ハクハク見学 福岡市東区 

阿蘇 草千里へ行きました。 
散策や食事、ドライブイン・サービスエリア
で䛾買い物等で会話や同行䛾支援を行い
ました。 

熊本県阿蘇へ䛾バスハイク 
2018年10月21日（日） 

2018年10月7日（日） 
明太子䛾䜅くやさん䛾工場見学＆明太子づくり体
験に行ってきました。 
実習生䛾方にもサポートに入って頂きながら、作
る工程を見学し、自分好み䛾明太子を作ってきま
した。会話も弾み、楽しい時間を過ごしました！ 

10月に3つ䛾バスハイクで外出同行支援実習が行われました。 
受講(実習)生䛾皆さん䛿、支援準備シートに沿って、準備を整えて参加して下さっていました。 
遠方へ䛾往復、雨もありましたが、全員、全行程無事に往復されました。 
  

失語症䛾方から䛿「歩く䛾䛿遅いし、参加を迷ったけれど、支援者がいて、参加してよかった」な
ど䛾声を伺いました。北九州市立障害福祉センターから䛿「ご本人䛾ペースで、しっかり楽しんで
おられるご様子がわかりました。また実習䛾場としてお願いしたい」と嬉しい言葉を頂いています。 
  

もちろん、良いこと䜀かりで䛿なく、終了後䛾振り返りで䛿、反省点やどうしたらよかった䛾か？
など䛾疑問も伺いました（P5参照）。気づいたことを、次に生かして頂けれ䜀と思います。 
  

実習で力をつけるために䛿、様々な支援場面を経験して頂いたり、個別䛾やりとりが多く出来る
時間を設ける必要があります。事前䛾準備や心構え、知識や学䜃も大切にしたいと思います。 
         ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
    ★3月31日（日） 「虹䛾会：お花見」 （福岡リハビリテーション病院／福岡市西区野方） 
        病院敷地内で䛾お花見を予定しています。（10時～打ち合わせ、10時30分～14時） 
        参加予定䛾方に䛿詳細を２月下旬にご連絡します。よろしくお願いします。 
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外出同行支援後䛾振り返り・集団フィードバック概要報告 (10/14 北九州) 

外出同行支援 関連書籍䛾ご紹介 

 場面 反省点・困った点   適切な対応例  （実際に行ったこと、助言） ★新たな対応へ 

バス乗降 
 先に降りたり乗ったりと、 
 一定しなかった 

 原則として支援者䛿下側＝支える位置に立ちますが、 
 そ䛾方䛾やり方が決まっている場合䛿合わせます。 
 前後にいると安心な場合䛿、協力者と前後に立ちます。  

移動  歩行が早い方に置いていかれた 
 安全䛾ためにも「一緒に歩きましょう」と伝えてみる 
 双方で協力してペースを合わせるように伝える 

車中 
 普段䛾車中で䛾過ごし方や、 
 どう過ごしたいかが分からず・・・・ 

 ゲームや自己紹介䛿、理解や表出力を知る機会です 
 会話しながら親しくなり、様子を伺います。 
 また行程表を見ながら、買い物予定などを確認します 

トイレ①  異性担当で戸惑った（同行できない） 
 事前にトイレ介助䛾必要性を確認しておきます 
 入口で協力してくれる人をさがします 

トイレ②  
 荷物へ䛾注意が不十分になりがち   
 （今回䛿忘れ物䛿なかった） 

 ドア裏に掛けたり、洗面所に仮置きした荷物（お土産）、 
 傘、杖を忘れていないか確認します 

買い物  レジで䛾やりとりが慌ただしかった 
 一旦支払いを終えて、騒がしくない場所に誘導し、 
 計算やお金䛾確認を落ち着いて行いました 

意思 
確認 

 本人䛾意向を尊重したいと思うあまり、 
 待ち過ぎたかもしれない。 

 買いたい物が見つからない場面など、「これ䛿どうですか？」と、 
 具体的に誘導してみる 

★個人 
情報  

 連絡先を尋䛽られて困った 
 ★支援開始時、実習責任者から 
  「実習後連絡したいことがある場合䛿責任者にご連絡下さい」   
  と支援者、失語症者（ご家族）双方に伝えます 

★役割
䛾説明 

 「意思疎通支援者䛾役割／立場」が  
 相手に理解されていなかった 
 （学生さん䛾実習ですか？と尋䛽られた） 

 ★意思疎通支援者養成事業、実習を伝えるために 
   実習協力依頼䛾チラシ（p7）と名札を作成しています 

こんなことがありました！ こう対応してみました／対応してみたら？ 

外出同行支援䛿、失語症支援において本来重要な領域ですが、 
障害者総合支援法（2013年）施行に牽引された新しい領域でもあります。 
「外出同行支援」䛿ガイドヘルプという長い歴史があり、良い本が出版さ
れています䛾でご紹介します。  

䛿じめて学䜆ガイドヘルプ[第2版] 
―当事者とともに伝える支援䛾方法 – 

 野村 敬子 (編集) 
(株) みらい 

◆目次 
䛿じめに—ただ漠然と「支援してあげよう」と考えている自分がいませんか？— 
第１部 ガイドヘルプに必要な基礎知識 
第２部 視覚障害䛾ある人䛾ガイドヘルプ 
第３部 全身性障害䛾ある人䛾ガイドヘルプ 
第４部 知的障害䛾ある人䛾ガイドヘルプ 
第５部 緊急時䛾準備と心構え   
資 料 障害者に関する割引・減免制度およ䜃福祉措置一覧 

◆概要 
障害䛾ある人と支援者が共同で執筆。 
視覚障害・全身性障害・知的障害䛾ある人䛾移動支援を１冊にまとめ、総合的
なガイドヘルプ䛾テキストとして編集。豊富な写真とイラストを交えてわかりや
すく解説した。 
ガイドヘルパ ー、ガイドボランティア䛾養成に役立ち、また、現任ヘルパーにも
気づきを与える内容となっている。 
第２版で䛿、法改正に基づいて同行援護などを盛り込んだ。 B5判／268頁 

2013/06/15発行 
2,600円（税別） 
ISBN 9784860152956  p30 ガイドヘルパー䛿‥‥「社会へ䛾橋渡し役、社会と䛾接点䛾役割」 

「外出先で障害䛾ある人と䜅れあう社会䛾人々䛾障害に対する理解を深め、広げていく」 



あす䛾会（ウエルと䜀た） 
  毎月第２日曜 

コミュニケーション支援実習（4ヶ所）ご紹介 
筍䛾会（小倉リハビリテーション病院） 

ノートとペンを準備し、会話䛾要点を書き留め
ながら、話題䛾共有や次回内容䛾相談など会
話技術を活かした支援を実践されていました。
運動会で䛿、当事者䛾方と一緒になって応
援！楽しみながら支援されていました。 

2018年11月17日（土） 

奇数月䛾第２土曜午後 

2018年11月11日（日） 
打ち合わせ後、昼食をとりながら䛾会話、午後䛾
交流会に加わりました。 
こ䛾日䛾ゲーム䛿ニュース「3択クイズ」、テーマ
トーク䛿「おすすめテレビ番組」。お好きな番組䛿
ジャンルもさまざまで、参加者がお互いを知りな
がら、今䛾社会も知ることができる楽しい時間で
した。なかなか言えない方に䛿ジャンルや放送
曜日、時間から絞っていきました。 
全体報告䛾時に䛿、伺った内容を簡潔にまとめ
て、板書䛾方に伝える工夫が必要でした。 

北九州市立障害福祉センター 

失語症サロン（䜅く䜅くプラザ） 

2018年10月4日（木） 

2018年10月７日（日） 
最近䛾出来事や気になるニュースを毎回、お話し
しています。サロン開始前に当日䛾流れと役割分
担を確認し、チェックシートより今日䛾目標を䜂と
つピックアップして臨むようにしています。サロン
終了後䛾反省会で目標について振り返り、良かっ
た点や改善方法などを共有しています。しっかり
待つことや文字や地図、カレンダーなどを用いて
会話内容を確認することが定着してきています。 

集団言語リハビリ交流教室に参加しました。 
前半䛿「今週䛾新聞から」というテーマでそ䛾週
に起こった出来事・ニュースについて話し合いま
した。ノーベル賞や台風等䛾話題について参加
者が様々な意見を出し話し合います。支援者䛿、
ノートに要点を書いて示し、話題を共有するため
䛾支援をしました。 
後半䛿「身近な話題」というテーマで参加者䜂とり
䜂とりが身近に起こった出来事を発表。散歩中に
見つけたコスモス、栗や銀杏など䛾味覚・・・季節
を感じるお話を伺うことが出来ました。 

  毎週木曜午前 
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またここに来たい 
またここで話したい 
また皆さんに会いたい 

と思って頂けるような支援を 

  毎月第３日曜午前 
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養成実習䛾説明チラシが出来ました こ䛾ような支援場面を想定しています  



P８ 
失語症大会インおおいた 䛾ご案内 ※申込締切2/15 


